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3 年ほど前、あるところでオリンピックが開さいされた。マラ

ソンゆうしょう者はニック。世界きろくをうち立てた。その姉

シャロンは時間があったのでマラソンを見て、感動した。マラ

ソンが終わったあと、海で泳いでいた。

２人の姉弟は「なに？このたまご」とニック。

「それは、さわっちゃダメ！」とおばあちゃんから止められて

いたのに、さわってしまった。

気づいたら南の島にいた。



南の島からしゅんかんいどうして、他の南の島に打ち上げられ

ていた。

もう一度さわると、海の深いところにいどうした。

水面に上がったら、おばあちゃんが見えて、

さけんでみたけど聞こえずにどこか行ってしまった。



「おばあちゃーーん！」と、またさけんだが聞こえなかった。

どうしようもないと思っていたら、海岸に紙とロケットラン

チャーがあった。「そうだ！」とシャロンがあせって言った。

いつのまにニックが紙に「はんたいにいるよ！」と書いて、

それをビンに入れた。

そして、ロケットランチャーにビンを入れ、引き金を引いた！

みごとに飛んだがおばあちゃんより先の方に落ちた。

はたして２人はどうなるのか？！



他の方法で自分たちがここにいることをしらせようと、

島をたんけんしてライター３００本と木がたくさんあった。

ニック「そうだ！」と思いつき、木に火をつけ、けむりを出し、

あまった木は「はんたんにいるよ！」と書いて、

おばあちゃんの近くにぶっとばした。

するとおばあちゃんが気づき、みんな会えました。

めでたしめでたし


